
























図 1 「わかりあえる日本語」のイメージ 
 














 埼玉県川口市と蕨市の市境付近にある JR 蕨駅付近（通称：ワラビスタン）には、トル
コ系クルド人（以下、クルド人）が約 1,200～1,500 人集住するとされている。1990 年代
から来日が始まり、家族や親類を呼び寄せて独自のコミュニティを形成してきた。母国ト










































 川口市には本稿でとりあげるクルド人集住地域と隣接するエリアに 1978 年に公団住宅
として建設され、現在は UR 賃貸住宅団地となった川口芝園団地（全 2,454 戸。以下、芝園
団地）がある。川口市芝園町のほぼ全域を芝園団地が占めており、約 5,000 人の人口のう
ち、2015 年以降は外国人住民が日本人住民を上回っている（国土交通省 2019）。 




































KF1 は《初来日》《帰国後》《再来日》のほぼ 3 つの時系列に沿って語っており、語られ
た内容には以下のようなコードをつけた。 
 
表 2 内容コード一覧 
内容コード 
［最初の来日］［日本語未習得］［帰国］［兄の逮捕・拷問］ 








 本稿は前項のようにコーディングしたデータについて、言語バイオグラフィ （ーNekvapil 












 これらの 3 つのレベルのインタビューデータのうち、「主観的なレベル」「テキスト・レ
ベル」の話題には語り手の主観や関心の強さが現れていると言えるだろう。 
本稿は、KF1 の語りの内容コードを言語バイオグラフィーの 3 つのレベルに分類し、と
くに KF1 の主観や強い関心が現れた「主観的なレベル」「テキスト・レベル」に分類された





インタビューの所要時間は 59 分間で、IC レコーダーに録音したものを文字化した。イ
ンタビュアー（本稿著者）とインタビュイー（KF1）の発話について、句点で区切られる一
文ごとにテキスト番号（#1～#225）をつけた。KF1 の語りの内容に 3.1 で示したコードを
つけたのち、言語バイオグラフィーの 3 つのレベルに分類したところ、「事実レベル」は 35








#8 まず、KF1 さんは、いつ日本に来ましたか？ 






#14 だから、2 カ月くらいで、トルコに帰った。［帰国］ 

















#26 お兄さん？ KF1 さんのお兄さん？ 
#27 そう、お兄さん。 
#28 それで、政治問題で、2003 年から 2005 年のあいだに、こういう問題起きたので、
それで、家族で全員で来て、難民申請をしました。［難民申請］ 
 







4.2.KF1 の語りの断片②：［アルバイト］と［KF1 の日本語習得状況］ 
 KF1 は再来日後に約 5 年間していた工場でのアルバイトで日本語を習得したと「事実レ
ベル」の語りをする。 
 


































#56 その人たちが 2014 年から 2015 年に増えた。 
#57 そう、けっこう。 
#58 昔、わたしが働いた時期はぜんぜんいなくて、そのときはもう 500 とかくらいで、
いまはもう 2,000 近くで。 
 
 この「テキスト・レベル」の語りで来日するクルド人を「難民」と呼び、インタビュー
を行った 2019 年現在、KF1 がアルバイトしていた 2005～2010 年ごろと比較すると「難民」
の数が 4 倍近いと述べている。増えた理由について質問すると、［クルド人来日の理由］






































































 インタビューを行った 2019 年 1 月現在、KF1 は家族や友人のために病院や学校行事に付
き添い、通訳を引き受けるほど日本語を習得している。KF1 は高校生だった 2003 年の初来






































「主観的なレベル」と「テキスト・レベル」の両方に分類された内容コードには   を
























































ム 2018 予稿集』35-36、言語管理研究会 
https://lmtjapan.files.wordpress.com/2018/12/proceedings1.pdf 
（2019 年 1 月 5 日閲覧） 
――――（2019）「難民申請者の言語環境に関する研究―在日クルド人の言語バイオグラフ























年 8 月 9 日 
https://jp.reuters.com/article/special-report-jp-refugee-idJPKCN10J2JY 
（2019 年 1 月 5 日閲覧） 
Nekvapil, J. (2003) Language biographies and the analysis of language situations: on the life of the 
German community in the Czech Republic. International Journal of the Sociology of Language, 
162, 63-83. 
 
（片山奈緒美、筑波大学大学院博士後期課程、naomikatayama@hotmail.com）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
